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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
種
福
祉
事
業
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
長

く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
運
営
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
面
も
多
々
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
平
常
に
戻
り

つ
つ
あ
る
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
各
種
の
事
務
、
事
業
の
推
進
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
情
勢
は
非
常
に
厳
し
く
な
って
き
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
そ
れ
に

伴
う
人
口
減
少
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
多
様
化
、
経
済
情
勢
の
厳
し
さ
等
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
地
域
福
祉
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
ま
す
ま
す
複
雑
多

様
化
し
て
い
く
中
、
本
町
で
は
行
政
を
は
じ
め
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
他
の
社

会
福
祉
法
人
と
連
携
し
、
地
域
の
人
び
と
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
福
祉
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
日
本
赤
十
字
・
共
同
募
金
事
業
な
ど
多

く
の
福
祉
事
業
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
方
への
支
援
の
在
り
方
が
大
き
な
課
題
と
な
って
お
り
ま
し
た
が
、
町
と
連

携
し
て
設
置
さ
れ
た
「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
も
本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
福
祉
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
相
互
援
助
活
動
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
併
せ
て
今
年
は
平
成
三
十
年
度
に
町
と
連
携
し
て
策
定
さ
れ
た
第一次
地
域
福
祉
活
動
計
画
が
終
了
し
、
本
年

四
月
か
ら
第
二
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
基
本
に
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
溶
け
込
ん
だ
福
祉
活
動
を
役
職
員一丸

と
な
って
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
社
会
福
祉
法
人
　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

会
長
　
大
　
園
　
良
　
正

　宮之城屋地地区にある愛宕ふれ
あいサロン「しょたってん」は月
１回のサロン活動をされています。
　９月22日（金）は、町福祉バ
スを利用して鶴田ダムの見学に行
かれました。１時間程度のコース
を散策されたそうです。写真の提
供ありがとうございました。

高齢者ふれあい・いきいきサロンのご紹介
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　さつま町社会福祉協議会にて行っている支え合いネットワーク互助事業（詳細下記）にお
ける協力会員の周知・募集の養成講座を宮之城地区（９月28日）・鶴田地区（10月４日）・薩摩地区
（10月11日）で計３回開催し、72名の方に参加していただきました。

　ゴミ出しや買い物・掃除などでちょっとした困りごとがある利用会員（登録制）を有償ボラン
ティアという形で登録される協力会員（ボランティア）が支援する仕組みです。実際の支援に際
しては、調整役（マッチング）として社会福祉協議会の職員が間に入り支援の開始や内容等につい
て双方と話し合いを行い進めていきます。

■お問い合わせ先
　社会福祉法人さつま町社会福祉協議会 地域福祉係
　TEL：（0996）52-1123

※あくまで、ボランティア活動の範囲としての活動になるため、身体介助や家事援助、危険を伴う作業などに
つきましては、介護保険サービス（ヘルパー）や他の民間サービスを提案させていただきます。

※支援料金の集金や活動費のお支払い等は、
社会福祉協議会の職員が行います。

〜支え合いネットワーク互助事業とは?〜

 実際に活動されている協力員より実際
の体験（良かったこと・困ったこと等）
を伺いました。

支え合い協力員養成講座の開催
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募金総額（R5.12月20日現在）　￥4,309,278
赤い羽根共同募金とは？
　共同募金は、戦後間もない昭和22年（1947）年に、市民が主体の民会運動として始まりました。
　当初、戦後復興の一助として、被災した福祉施設を中心に支援が行われ、その後、法律（現在の
「社会福祉法」）に基づき、地域福祉の推進のために活用されてきました。
　社会の変化の中、共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、さま
ざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援する、「じぶんの町を良くするしくみ。」とし
て取り組まれています。

共同募金は10月１日から翌３月31日まで
　運動は、北海道から沖縄まで全国一斉に行われます。
　毎年１回、全国一斉に募金を行うため、厚生労働大臣の告示によって、募金期間が決められてい
ます。10月から12月までは一般募金を、12月中は歳末たすけあい募金もあわせて行います。
　また、この期間以外でも、様々な寄付金を取り扱っています。

【戸別募金】
公民会・集落における募金

募金額/￥4,029,600

【職域募金】
会社や職場における募金

募金額/￥160,954

【街頭募金】￥15,698
　令和５年10月20日（金）にAコープさつま店様のご協力にて、薩摩中央高等学校福祉科２年生のみなさん
と街頭募金を行いました。

【学校募金】
学校における募金

募金額/￥26,791

【その他募金】
募金箱や寄付における募金

募金額/￥76,235

ご協力ありがとうございました

ご協力
ありがとう
ございました。
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～ハイゼックスを使った炊き出し訓練～
　ハイゼックスとは、災害時にご飯の炊き出しに
使用できる「耐熱の炊飯袋」です。
　この袋に、米と水を適量入れて、鍋で炊けば、
おいしいご飯が出来上がります。持ち運びしやす
く、袋を破いて食べれば、箸や容器もいらず、衛
生的です。

★日赤奉仕団とは？★
　「赤十字のボランティア活動を通じて地域社会に貢献したい」という思い
を持った人びとによって市区町村ごとに組織されたボランティアグループ。
　さつま町では、ボランティアグループ「さつま遊友会」が中心となり赤十
字研修の参加や炊き出し訓練などの活動を行っています。

令和５年11月８日、日赤奉仕団研修会を開催しました。
日本赤十字社鹿児島県支部から講師の方をお招きし、ハイゼックスを使った炊
き出し訓練や災害時の際の対応について等学ぶことができました。

日本赤十字奉仕団研修会のようす

日本赤十字HPはこちら↓
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さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
で
活

用
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道

具
の
貸
出
（
無
料
）
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　令和５年11月22日（水）に、薩摩川内市レクリエーション協会の５名の方を講師にお招きし、サロ
ン交流会を開催しました。参加者の方には、様々なレクリエーションを体験していただき、お手玉遊び
やレクリエーション用具を使ったゲームをし、笑い声の響いた交流会になりました。今後も年に１回サ
ロンの交流会を計画していきます。ぜひご参加ください。

高齢者ふれあい・いきいきサロン交流会
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

（
令
和
５
年
８
月
１
日
〜

　
　
令
和
５
年
11
月
30
日
受
付
分
）

草
野　
明
子	

（
神
子
）	

故　
長
﨑
リ
ヨ
コ

有
川　
純
一	

（
永
野
）	

故　
有
川　
富
子

日
當
瀬　
隆	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
日
當
瀨
ツ
ル
エ

上
之
原
勝
子	

（
紫
尾
）	

故　
上
之
原　
貢

井
尻　
光
邦	

（
南
川
）	

故　
井
尻
ツ
ユ
子

杉
元　
良
一	

（
下
平
川
）	

故　
杉
元　
寛
子

古
城
智
理
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
古
城　
六
男

羽
子
田
俊
郎	

（
船
木
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故　
羽
子
田
ミ
チ

鎌
田　
泰
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宮
之
城
屋
地
）	

故　
鎌
田
美
津
子

久
留　
憲
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（
二
渡
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故　
久
留　
喜

牧
田　
隆
幸	

（
鶴
田
）	

故　
牧
田　
式
部

手
塚　
雅
文	

（
広
瀬
）	

故　
手
塚　
信
幸

大
園　
栄
一	

（
柏
原
）	

故　
大
園　
安
己

甫
立　
恭
子	

（
虎
居
町
）	
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甫
立　
東
洋

砂
子
田
良
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（
紫
尾
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中
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賢
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栗
野　
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神
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栗
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光
吉

萩
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政
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ノ
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佐
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之
倉
タ
エ
子

髙
下　
章
一	

（
神
子
）	

故　
髙
下
キ
ク
ヱ

𫝆
東　
靖
昭	

（
薩
摩
川
内
市
）	

故　
𫝆
東
チ
ヅ
子

肝
付　
兼
一	

（
泊
野
）	

故　
肝
付　
修
二

永
森　
心
一	

（
永
野
）	

故　
永
森　
節
子

久
保
ハ
ル
子	

（
轟
町
）	

故　
久
保　
一
夫

若
松　
茂	

（
中
津
川
）	

故　
若
松　
安
葊

田
中
登
美
子	

（
柏
原
）	

故　
田
中　
好
男

下
土
橋
憲
一	

（
鹿
児
島
市
）	

故　
下
土
橋
ミ
ド
リ

有
村　
信
江	

（
神
子
）	

故　
有
村　
典
明

櫛
山　
良
彦	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
櫛
山
百
合
子

村
尾　
薩
男	

（
西
新
町
）	

故　
村
尾
カ
ズ
子

野
間　
菊
昭	

（
湯
田
）	

故　
野
間　
治
子

鬼
塚　
悦
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
肥
田
木
タ
ツ
子

藤
田　
和
正	

（
柏
原
）	

故　
藤
田　
新
一

濱　
葊
明	

（
西
新
町
）	

故　
濱　
純
子

邦
永　
春
美	

（
求
名
）	

故　
三
浦　
幸
一

田
畑　
明
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
市

新
太
郎

樋
口
眞
知
子	

（
船
木
）	

故　
樋
口　
巌

巻
木　
孝	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
巻
木
ト
シ
エ

杉
本　
利
行	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
杉
本　
則
子

市
來
ナ
ツ
ヱ	

（
湯
田
）	

故　
市
來　
光
行

富
澤　
知
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
河
野　
道
明

匿
名
希
望
　
９
　
件
　

　
寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

　
満
元　
英
樹

物
品
寄
付
（
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
い
す
）

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
以
下

の
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

〇
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

〇
中
東
人
道
危
機
救
援
金

〇
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金

〇
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
道
危
機
救
護
金

〇
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

〇
令
和
５
年
７
月
７
日
か
ら
の
大
雨
災
害
義
援
金

〇
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
人
道
危
機
救
援
金

　
篤
志
寄
付�

１
件

　
災
害
義
援
金
受
付
（
Ｒ
６
年
１
月
現
在
）

皆
様
の
善
意
に

　
　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

寄
付
者
名
（
住
所
）
故
人
《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

　
香
典
返
し
寄
付�
93
件

82
万
５
千
円

【車いすの貸出について】
　さつま町社会福祉協議会では、高齢者や障がいがある方
が、一時的に外出及び外泊される際に車いすが必要な場合、
おおむね１ヵ月間を目安に無料で貸出を行っております。
　お気軽にご相談ください。

さつま町社会福祉協議会
☎（0996）52-1123



この広報誌の発行には赤い羽根共同募金が使われています。

令和６年１月発行 （8）

社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

【心配ごと相談】

　　　※予約は必要ありません。

相談員：さつまくらし・しごと
　　　　サポートセンター職員

場　所：宮之城ひまわり館　相談室

日　時：毎週木曜日　午前１０時～１２時

【無料法律相談】
　　※事前に予約が必要です。
　　　☎：（０９９６）５２−１１２３

相談員：弁護士
場　所：宮之城ひまわり館　相談室
日　時：毎月　第３木曜日
　午後１時３０分　～　午後４時３０分
※１件が30分程度のご相談になります。

さつま町社協HP
・事務局（宮之城ひわまり館）	 ☎（0996）52-1123　FAX（0996）52-1148
・福祉給食センター	 ☎（0996）52-1191
・訪問介護事業所、障害者訪問介護事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・訪問入浴介護事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・障害者相談支援センター	 ☎（0996）52-1123
・権利擁護センター	 ☎（0996）52-1865
・さつまくらし・しごとサポートセンター	 ☎（0996）52-2443
・地域包括支援センター	 ☎（0996）52-4690
・老人福祉センターいぬまき荘	 ☎（0996）55-9055

社会福祉
法　　人

さつま町社会福祉協議会
さつま町ボランティアセンター

吉祥園保育所 信教寺保育園

エコキャップ収集活動のご協力ありがとうございました。 勤労感謝の贈り物ありがとうございました。

鶴田小学校（４年生）福祉体験学習（車いす体験・高齢者疑似体験）のようす


